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 解説
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　求める面積を� �6 �とすると， �6 �は右の図の斜線部分の面
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２ [2017 神戸大]

 解説

���　正四面体のさいころを���回振ったとき，点� �3 �が�[�軸上にあるのは，出た目が��と���

　または���と���のときであり，このとき点� �3 �の座標はそれぞれ�� 
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　である。
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���　位置� P3 �から，さいころを���回振ったときの� P3 �P �3 �について，以下の場合に分ける

　ことができる。それぞれの確率を考える。
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���　 NY �を���個以下加えたときに���となるのは， �Y � �Y � �Y � �Y  ��のときのみである。

　よって， Q3  2�となるのは，Q ��のときであり，四面体のさいころを���回振って���

　回とも異なる目が出るときのみである。
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 解説
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 解説
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　これらの不等式が表す領域�'�を�EF�平面上に

　図示すると，右の図の斜線部分である。

　ここで，I � 
�  �����E�F�より，

　　　�����E�F N��……�①

　とおくと，これは�EF�平面上において，傾き�

　��，F�切片�N����の直線を表す。

　この直線�①�が領域�'�と共有点をもつような�

　N�のとりうる値の範囲を求めればよい。

　F�切片�N����は，直線�①�が���， 
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　②�は�EF�平面上において，頂点の座標が�� 
�，T �で，上に凸の

　放物線を表す。

　この放物線�②�が領域�'�と共有点をもつような�T�のとりうる

　値の範囲を求めればよい。

　ここで，領域�'�が表す四角形の各頂点を，右のように�$，%，

　&，'�とする。
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　　このとき，接点の�E�座標は���で，接点は線分�$%�上にある。
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　　このとき，接点の�E�座標は���で，接点は線分�%&�上にな

　　いから不適。
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